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●１１月２日は「あぐい教育の日」

昨年１１月２日、阿久比町幼保小中一貫教育プロジェ
クト実践発表会を開き、プロジェクトを全国に発信し
ました。町民憲章制定日の１１月２日を「あぐい教育の
日」とし、教育の日を含む一週間を「あぐい教育週間」
と定めました。
１０月３０日、教育週間の一環で、町内すべての幼稚園、
保育園、小学校、中学校で保育や授業を一斉公開しま
した。子どもたちの授業公開のほかにも、学校長が保
護者や地域の方を対象に授業を行いました。
教育委員会では「来年以降も、『教育の日』にふさわ
しい事業を考え、一貫教育プロジェクトを皆さんに広
めていきたい」と話していました。

コンピュータの授業に取り組む東部小児童

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）
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●草木小学校でもちつき大会

草木小学校運動場で１０月２５日、もちつき大会が開か
れました。
草木小ＰＴＡと地区の子供会が企画し、５年生が中
心となり取り組んだ米作りで収穫したもち米を使い、
子どもから大人まで約３３０人がもちつきを楽しみまし
た。
この日は、３９臼のもちをつき、あんこやきな粉など
にまぶして、その場でつきたてのもちを味わいました。
　「自分たちのついたおもちは格別」と子どもたちは
何度もおかわりをしていました。

元気よくもちをつく草木小児童

菊の花で作った“花半島”の文字

知多半島の５市５町が一同に会し、地元
産の花を紹介する「フラワーフェスティバ
ル in 阿久比」が１１月１日と２日の２日間、
「みんなの菊花展」とジョイントで、中央
公民館北側駐車場で開催されました。

知多半島を花でいっぱいにしようとＪＡあ
いち知多や各市町が取り組む「花半島事業」
の一環で、市町の持ち回りで行われています。
会場に設けられた特設ブースには各市町自
慢の花が並びました。阿久比町のコーナーで
は、黄色４５０本、白色２００本、赤色２５０本の菊
の花で『花半島』の文字を浮かび上がらせ、
訪れた見物者の目を楽しませていました。

会場に設けられた各市町のブース


